
福祉学習体験プログラム③ 

 

プログラム名 

講話・交流・アイマスク体験 

視覚障害者と一緒に、様々な角度（物理的・社会的・心理的）から障害に触れ、

障がい者への理解を深めるとともに、生徒自らが新たな価値を創造・発見し、よ

り良い社会について考えていく。 

 

1 内 容 

体育館を使って、視覚障害者理解の講話、視覚障害者との交流（視覚障害

者とゲーム、点字体験、視覚障害者用日用品の紹介など）、アイマスク体験

を通して視覚障害者の体験とガイドヘルプ体験を実施する。 

2 講 師 
＜講  師＞台東区視覚障害者福祉協会 

ＮＰＯ法人ガイドヘルプあいサポート（アイマスク体験担当） 

＜協  力＞台東区社会福祉協議会 

3 会 場 学校の体育館など 

4 時 間 概ね 90分程度  ＊生徒数による 

5 費 用 交通費、講師謝礼金 

6 必要物品 
アイマスク、白杖、マイク、アイマスク体験コースに伴う備品（カラーコ

ーン、パイプ椅子など） 

7 備 考 

・授業実施前に学校・社協・団体の 3者での事前打合せを実施します。 

・物品の運び入れ、運びだしに伴う、車の駐車スペースの確保をお願いし

ます。 

・実施後のアンケートにご協力ください。 

 

＜都立高校でのアイマスク体験の様子＞ 

  

 


